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要 旨 房総半島には新第三紀末から第四紀にかけての連続した地層が広く分布し，日本の第四紀層の第一

級フィールドと言われる．それに対しておこなわれた中央博物館の総合研究「房総の地史一堆積相，古生物相

の変遷ー」の研究成果の概要を簡単に紹介する．

キーワード： 総合研究，堆積相，古生物相．

中央博物館の開館以来おこなっている総合研究の一

つの「房総の自然誌：房総の地史一堆積相，古生物相

の変遷ー」は， 10 年を超え着実に研究成果をあげてい

る．本特集号をまとめるにあたり，なぜ， このような

テーマを総合研究としておこなうこととしたか，ま

た，どのような成果を中央博物館からあげることがで

きたかについて簡単に述べてみたい．

房総半島には新第三紀末から第四紀にかけての連続

した地層，上総層群と下総層群が広く分布し， 日本の

第四紀層の第一級フィールドと言われる．また，それ

に対する優れた研究が長年おこなわれ，その成果の十

分な蓄積が，新しい研究手法の開発へとつながってい

る． したがって，中央博物館もその房総半島研究の一

角を担おうということで，提案したのが上記のテーマ

である．この総合研究では，館内の研究者のみならず，

館外の研究者との共同研究もおこなっている．特に千

葉県自然誌資料調査会は，中央博物館開館準備の段階

から資料整備で協力を仰ぎ，開館後は房総半島の地質

の基礎調査および共同研究を通して， この総合研究に

参加・貢献していただいている．

この総合研究を立ち上げた前後というのは，房総半

島の第四紀層研究がいろいろな分野で新しい展開をみ

せ始めた時期でもあった．それは，地域地質研究の基

礎である層序学の分野から始まっている．具体的に

は，岩相層序に時間層序が組み込まれるようになった

のである．時間層序の鍵となるものにはいくつかある

が，多くの火山灰を含んだ房総半島の地層では，火山

灰層序が早くから用いられている（三梨ほか， 1976;

杉原ほか， 1978; 鈴木・杉原， 1983 など）．徳橋・遠

藤 (1984) は，上総・下総層群の多くの模式地がある

「姉崎」地域の 5 万分の 1 の地質図をまとめるにあ

たって，それまでの岩相層序と上記の火山灰による時

間層序とを結び付けた． これによって，房総半島の第

四紀層序のスタンダードがつくられたといえる．中央

博物館では，自然誌資料調査会活動としてこれらの火

山灰の所在調査をおこない，「鍵層集」を開館以来発行

して房総半島の地質を研究する研究者のベ一スを提供

している． また，中里裕臣，佐藤弘幸・自然誌資料調

査会員は，中央博物館所有の RIMS (温度変化型屈折

率測定装置）を用いて火山灰鉱物やガラスの屈折率測

定をおこない，姉崎地域で設定された火山灰層序を，

その屈折率を基にして下総台地全体に広げた（中里，

1993,2001 本特集号；佐藤 1993 など）．これによっ

て，はじめて下総台地全域での下総層群の時間層序区

分が確立された． この他，房総半島では，時間層序に

関して陸上の地層としては先駆的な，古地磁気層序

（新妻 1976; Okada and Niitsuma, 1989 など）や，

微化石を使った生層序（尾田， 1975; 佐藤ほか， 1988

など）がおこなわれている． これは前述したように連

続的で，かつ堆積速度の速い地層が房総半島に分布す

るからである．なお， この地層の特性から，房総半島

は新第三紀／第四紀境界の世界標準層序の候補地と

なっており，世界的にも注目されている地域である

(Kumai, 1991). また，最近では，房総半島周辺域の海

陸ボーリングトランセクトを目指したプロジェクトが

おこなわれている（平， 2000). したがって，中央博物

館のこれらの成果は極めて重要な意味をもつ．

また，深海堆積物（上総層群）と浅海堆積物（下総

層群）が連続的に分布する房総半島は，堆積学分野の

重要な研究フィールドでもある．単層解析に基づ＜

タービダイト研究（徳橋， 1975 など）や堆積相解析に

よる堆積過程や堆積環境の復元 (Katsura, 1984; 増

田• 岡崎， 1983; 増田， 1988 など）が房総半島から始

まっている．岡崎浩子らは，堆積相解析を用いた多く

の堆積相モデルをこの総合研究で提示している（岡

崎・増田， 1992; 岡崎ほか， 2000). また，房総半島

の地層は豊富な化石を含み，特に貝化石を多産するこ

とで古くから知られ，貝化石研究のメッカともいえる

（生越， 1956; 小島 1957 など）．下総層群の貝化石群

集解析（青木・馬場， 1973; 大原ほか， 1976; 馬場・

青木， 1980 など）からは，古水温，古水深についての

情報が多数提供されている．近藤康生・元中央博物館
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研究員（現高知大学理学部）らはこれらの結果にタ

フォノミー解析を導入し，その環境解析の精度をさら

にあげている (Kondo, 1989; 近藤 1991). 総合研究

のテーマにある「堆積相」「古生物相」は主としてこれ

らの地層と化石を研究対象として始めたものであり，

上記の研究手法を用いている．

房総半島北部に広く分布している下総層群が堆積し

た第四紀後期は， 10 万年周期の汎世界的な氷河性海

水準変動が顕著な時代である．特にその時代に房総半

島に存在した“古東京湾”（表紙参照）は，海水準変動

に伴って，その環境を大き＜変化させた． この総合研

究の目的は， この環境変遷の解読にある．徳橋・近藤

(1989) は下総層群の特徴的な岩相のくり返し（堆積サ

イクル）が 1 回の海進• 海退を示すことを明確にし

た．また，下総層群では前述した火山灰を軸とした時

間層序区分が明らかになっており， この海進• 海退は

グローパルな氷河性海水準変動との対応がつけられた

（関東第四紀研究会， 1980; 町田ほか， 1980; 渡部ほ

か， 1987; Nakazatoetal., 1989 など）．これらの結果

は，新しい層序区分としてのシークェンス層序研究

(Ito and O'hara, 1994; Okazaki and Masuda, 1995; 

鎌滝・近藤 1997; 西川・伊藤 1997; 岡崎ほか，

1997 など）へと結びついている．本特集号では，これ

らの最新の成果として，“古東京湾”の環境変遷におけ

る海水準変動とテクトニクスの影響について岡崎

(2001) が，下総層群の貝化石群集モデルを近藤

(2001) が，それぞれ述べている．

さらにこの総合研究では，より幅広い視点から環境

変動をとらえている．例えば，加瀬靖之・自然誌資料

調査会員や百原新・元中央博物館研究員（現千葉大学

園芸学部）は，花粉や種実化石を用いて陸上の環境の

復元をおこない，気候変動について考察している（加

瀬， 2001 本特集号；百原， 1993; 百原ほか， 1994).

また，甲能直樹・元中央博物館研究員（現国立科学博

物館）の大型哺乳類化石 (Kohno, 1992; 古沢・甲能，

1994) や本特集号の森田ほか (2001) のシロウリガイ

化石の産出層準は，三浦• 上総層群にみられる暖温

期・寒冷期と，上総層群基底であり，それぞれ房総半

島の地史上エポック的な時代にあたる．

これらの成果を県民に広く紹介する場として，平成

12 年度に中央博自然誌シンポジウム「房総半島の第

四紀一地層・地形から読む海水準変動とテクトニク

スー」を開催した．このテーマは，「房総の地史」を特

徴づける“第四紀の地層・地形”を対象とし，また，

「ー堆積相，古生物相の変遷ー」を支配する第四紀後期

の“海水準変動とテクトニクス”に焦点をあてたもの

である． このシンボジウムは日本第四紀学会との共催

でおこなわれ，館外からの研究者を多数交えて，幅広

い分野の最新の研究成果が発表された． この要旨につ

いては，千葉中央博自然誌研究報告 6 巻 2 号 (2001)

を参照されたい．

房総半島は，第四紀の地層・地形の研究のメッカと

して知られている．また，都心に近いことからも多く

の研究者がここを訪れ，注目され続けている． した

がって，中央博物館はこのような房総半島研究の発信

地として，これからもその役割を担っていかなければ

ならないといえよう．
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The Plio-Pleistocene, Kazusa and Shimosa 

Groups, crop out in the Boso Peninsula. We have 

reconstructing the paleoenvironmental changes 

with sedimentary and paleontological analyses of 

these strata in the Boso Peninsula, as a general 

research of Natural History Museum and Institute, 

Chiba. I summarize our reconstructions in here. 
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